
•
加

室

林

野

局 

北

海

道

林

業

試

驗

埸

要

錄

昭
和
十
应
年
二
月 

第

二

號

林
木
種
子
の
落
ド
及
發
芽
に
就
て
の
實
驗
觀
察

帝
室
林
呼
局
北
海
道
林
業
試
驗
場

(

北

海

道
•

札
祀)



一察觀實魚のて就に芽及下瘩の子種木林一

林
木
種
子
の
落
下
及
發
芽
に
就
て
の
實
驗
觀
察

次

目

(
5
)

(
G
)

(
7
)

原 
柳

神
子
落
下
狀
況

落
下
種
子
と
を
芽
申
と
の
蜩
係 

落

下

卸

子

發

と

の

暮

•
田

澤
 

聰

緒

?r

ー
、
從
來
の
二
、
ヨ
のW

究 

二
‘
師
子
の
搭
下
弑
窿

三
、 
并
外
に
於
け
る«

宗

(
1
)

(
2
)

3(
4
)

四
、 
總

若

ガ

法

の

霎

用
先
均
及
第
の
附
近
め
林
況 

调
あ
地
及"

の
附
近
の
觀
象
關
係 

林
内
に
於
け
る
将
萊
fa 

括 

・

財

泰 雄

緒 

首

森
林
が
成
熟
期
に
達
し
、
伐
採
せ
ら
る
、
樣
な
時
期
に
至
る
と
、
吾
人
の
注
意
は
諜
林
の
生
長
の
問
題
よ
り
種
子
の
生
產
、
撒
布
、
發 

乃
至
成
立
を
含
ん
で
、
林
分
の
更
新
に
詩
す
る
關
心
を
深
く
す
る
。

冗
よ
り
种
于
は
風
、
水
、m

カ
、
動
物
等
の
力
に
よ
っ
て
撤
布
せ
ら
れ
、
針
葉
樹
の
如
き
布
翅
の
種
子
は
、
多
く!

1
M

カ
に
よ
る
の
で



ー罪四ts實のて就にg灵及ド話の子犠木豬ー

造
林
上
の
収
拱
も£

分
に!
X7
燧
せ
r>.
る
、
虐
で
お
る
。

徒
果
は
北
海
道
で
は
九
月
よ
り
械
子
5:
落
ド
し
始
齢
、
冬
期
に
及
ぶ
が
九
月
・
ト
月
在
以
て
最
盛
期
と
認
め
ら
旺
る
。
又
理
果
は
同
一 

樹
木
に
あ
っ
て
も
同
峙
に
IH1
か
ず
、
乂
同
一
繼
果
で
ぬ
っ
て
も
同
時
に
韓
片
を
開
か
な
い
。
從
っ
て
赣
デ
は
外
bly
の
状
況
に
ょ
り
祯
々
の 

方
向
と
速
爬
を
rl
て
可
我
リ
長
い
期
間
に
做
布
せ
ら
れ
、
共
の
發
••r
の
狀
態
も
就«

で
あ
る
ガ
か
察
せ
ら
れ
る
。
茜
果
の
開
穢
は
轮
燥
に 

よh

速
と
なh

'
 
i

光
の
'!d

射
が1
 

天

盤

に
促
巡
せ
ら
れ
る
。
從
っ
て-

1*-
バ
冷
の
多
い
場
合
乂
は
降
雨
濕
潤
な
天
侦
に
對
し
て
は
、
 

祢g

は
I7J
空I

こ
間
か
な
い
。
戒
地
方
で
は
、
一
方
か
・
い
のM

が
斥
し
く
乾.
煥
し
、
仙
ガ
涔
し
く
濕
潤
な
時
は
乾
燥
し
た
風
の
吹
く
方
而 

は
、
他
に
比
し
て
1;
く
の
Hi
于
を
撤
布
す
る
傾
向
が
あ
る
と
11-¢
せ
c>
れ
る
。
站
等
は
更
新
什
労
慮?
(:

・
要
す
る
問
題
で
も
あ

賛
, 

因

こ

以

に

他

烦

以

て

理

し

た

普

外

爵

・

落

ド

狀

況

、
殊
に
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ•
等
を
主
と
し
て
、
华
の
落
ド 

環
落
ドH

-f-"

發
ジ
怜
に
關
す
る
奇
驗
砸
察の

結
果
を
华
錄
し
、
公
考
に
供
世
ん
と
し
た
ス
第
で
あ
る
。 

尙
本
糾
«<
钏
給
に
際
し
て
は
、
林
桀
忒
験
抖
«|'
村
炽
足
い
、校
閲
を
徂
し
-lf-
5:
嗚
謝
す
るi

共
に
、
丸
山)t

矣
氏
の
助
力
を
深
期
す
る
。
 

ー
、
從
來
の
二
、
三
の
硏
究

本
渕
流
後
二
、
三
の
研
究
や
文
献
を
涉
擄
しW

た
の
で
、
赴
5:
拥
げ
て
詹
汚
に
佻
す
る
。

华
"

落
ド
に"

しV

は
、
言

言

氏

〇

気
)

の
腸
結
果
が
あ
り
、
野
外
に
於
け
る
視
察
に
就
て
は
、I

s
a
a
c」

L

 
A

・
〔目
) 

?

に
就
-.
•:
从
や
輕•
岫
以
に
よ
っ
て
祯
子
の
飛
初
力
を.
實
驗
し
、

.,.:i

さ
や
風
力
と
樹
種
に
就
て
飛
翔
カ
や
禰
子
の
撒
布
の
密
度 

及
如
强
が:

定
窗
係
に;b

る
こ
と
を
Tl!
驗
せ
r,
れ
、
我
で
は
ー
〇
〇,W

肉
外
に
多
く
の
票
が
落
・
卜
し
、/
V:
エ
カ
ー
ハ
、0

0
0
 

杭
程
の
椒
-P
の
密
展
は
/L0
0

呎
ぐ
ら
ひ
の
所
に
期
待
出
來
る
と
構
し
て
る
。

父
す
烏
太
郎
氏
結3

は
毕
の
撒g

聾

は
M

速
、
地
状
に
上
つ
・
る
が
、
無
立
木
地
で
は
ク
ッ
ヒ
、
カ
ラ
マ
ツ
は
一
〇 

〇
〇*
.

飛
び
、
は
地
で
カ
へ
デ
は:

〇
〇
予
・
ー
簡
ん
で
る
こ
と
が
觀
察
さ
れ
て
る
と
.?
は
れ
、
平
III
早

(

伝
ーー
)

も
當
--h
ハ
こ
ハ
と

--- 10 ----

ー・翻险實のて就に芽斐及下拜の子談木林

二
の
・<

い
の
は
、
 
W

山
に
於
け
る
常
風
で
あ
る
尚
南
须
の
斌
上
に
八
上
、
 

ツ
の
生
へ
て
居
る."

山
が
な
い
か
ら
た
と,
言

依

、
 

大
君
利 

*

■

 

"
•
•

・、
火
後
善
作
氏(w

二

‘
 
•

二

木

上

リ

醫

|:||
に
涉
っ
て
翠
龍
散
匚
共
の
間
に 

弗
當
;--
迎
方
迄
絳
れ
る
か
、

.11;
・
ハ
・
多
く
は
不
發
芽
と
な
り
、
七
効
な
も
の
は
太
抵
木
の
高
さ
だ
け
籠
離
に
多
い
と
ご
は
れ
、
飛
初
カ 

に
對
す
る
著
し
い
信
婚&

ス:

定£

て
刀
る
。•
#

柴
川
信
刃
氏2

.
一
)

修
に
關
し
こ
學
落
ド
甘
共
の
狀
態•

落
ド
票
の
發 

牙
時
に
於
け
る
曹
並
にm

1pl
裟
生
狀
態
に
就
て
噤
苫
れ
、

結
實
木
か
ー
ヘ
ク
ク
—
ル
九
木
乃
至
五
十
木
存
立
す
る
と 

ぎ

宰

落
r

 

.
、
£
•
"

平
均,•
し
、〕
〇
乃
至
ニ
、
 

二
〇
航
な
り
と
し
爲
樹
よ
り
落
在
地
瑚
迄
の
雁
讎
に
關
し
て
は
達
く
落
下 

せ
る
も
の
は
品
2-t
劣
鬲
向
を
沼
め
、
術
・
血
傾
斜
地
は
侵.R

に
し
て
北
面
莖
来
良
な
り
と
せ
ら
る
‘
 

尙
卜
と
、
ツ
、
 

エM

ツ
林
に
對
し
て
糸
弘
一
郎
氏(

ま
)

龍
太
に
於
け
る
實
爵
果
か
あ
り
、
秫
子
は
母
隼
中
心
と
し
て 

备
方
位
に
撤
布
芸
れ
エ
ゾ
マ
ッ
、
ト
ド
マ
ツ
に
あ
っ
て
は
ヨ
〇
—
四
〇
米
、
グ
イ
“、
ッ
は
約
四
〇
米
の
範
|-?|
內
を
主
と
し
て
落
ド
す
る 

を
組
じ
、
 

昭
和
・
度
に
於
て
怂
エ
ゾ
ー
、
ッ
、
ト
ド>

ツ
は
詩
に
近
い
所
卽
ち
晋
よ
り
五
来
位
迄
の
間
に
大
牛
溶
下
せ
る
も,

六
年 

度
に
於
」E

ト
ド
頌
、
グ
イ
マ
ツ
は
少
く
と
え
樹
よ
り
樹
高
位
迄
の
巾
に
て
平
等
に
落
ド
す
る
を
認
め
て
る
。
力
位
別
に
は
由
、
東 

/

東
四
に
多
く
北:

西
、
四
而
に
少
し
と
芝
る
。
久
排
太
に
於
て
は
エ
・
ソ
ー
、
ツ
は
九
月
末
、
ト
ド
マ
ツ
は
九
月
二
十
日
よ
リ
郁
子 

を
飛
散
し
‘
卜
月
上
旬
に
急
に
落
ド
為
し
、
屮
旬
旣
に
過
霧
を
落
下
し
‘
十
月
下
旬
迄
に
は
極
め
て
僅
少
な
る
を
根
じ
こ
る
〇 

久
最
初
に#

ド
す
る
種
子
は
以
も
重
く
、
起
れ
て
落.
卜
す
る
も
の
程
軽
く
な
る
倾
向
を
認
め
、
發
芽
率
に
關
し
て
は
‘
一
部
分
北
讪
地 

域
に
落
ド
す
る
學
は
之
に
反
す
る
地
域
の
も
の
よ
り
も
發
芽
率
大
な
り
と
し
、
グ
イ
マ
ツ
に
就
て
は
母
樹
の
近
く
に
帯
下
す
る
も
の
遠 

く
に
落
つ
る
も
の
に
比
し
、
發
芽
率
大
な
る
を
推
ぜ
ら
る
。

二
、
種
子
の
落
盂
度 

• 

1
 

賢
中
の
多
く
の
針
番
の
種
子
の
落
下
の
速
彼
は
教
貸(

1
9
2
8
)

氏
等
に
よ
り•
示
さ
れ,
て
ゐ
る
。
ス
同
氏
は
飛
翔
カ
の
異
る
に

--- 11



一察觀役實のて就に券發及下落の子靴木林一

第2女”艮呀威魚エゾやッ

眞3表定山溪座ヤナダ疋

林子备12 i帯下速度柯子市最 切斷做染

I
m/see

0.02 0.0516 内担少ン

〇.•4 0.48 0.0653 内容アリ

3 0.56 0.0496
• C

4 0.52 0.062&
〇 0.40 0.0750
6 0.58 0.0464 内容少シ

7 顷 0.0775 内容アリ

8 0.M 0.0-42
〇 0.34 0.0573 内あ少ン

10 0.48 0.0346： 内?みアリ

總卒均 0.49 0.0645
内容アル毛 
ノ ノ平灼 
内暮少イモ 
ノ ノ平灼

0.48
0.51

0.069珥

0.0518I

種子擀耽济下強度靜子市Bi切际枯采

8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

總平均 

内容アルモ 
ノ ノ平均

牲平均

m/see
1.00,
1.74:

1.11

K
0.003〇: 焼

0.0015 "
0.00” *
0.0033内吝アy
0.002I 供

0.0032内初リ
0.0027I 枇

0.0015 ・
ー ー

0.0037I内•淳アリ

0.00M //
0.003：：' 〃

0.00叫 ,比

0.0035i内样アリ

0.0027 ”
0.00出 我I
0.0033内西アD
0.003I 枇

0.003q内容アリ

0.0032 〃

0.0027
0.0033
0.0024

——13——

—察鳳瞼實のて就に芽技及下落i〇子探木林—

馅1•及定山渓米一泞トヾヾツ

朋子番號落下速度爾子朮J»|切明結果

m/scc &
1 0.70 0.0201 内命')
2 O.GG 0.0217 *
a 0.54 0.0171
4 0.50 0.0214
5 0.G4 0.0汹
« 0.70 0.0197
7 0.54 0.0180
8 〇.-IS 0.0215
9 〇ふ4 0.0172

10 O.GG 0.0151
11 0.58 0.0208 内容アリ

12 0 52 0.0167
13 0.48 0.0117 讓

14 0.66 0.0211 内容アリ

15 0.SG 0.0118 推

16 0.90 0.0117
17 0.66 0.0183 內&アP
18 0.60 0.0222
19 0.60 0.0213
20 〇・6S 0.0180 8

紹平均 0.02 6.01S-I
内罪アルモ 
ノ ノ平灼

0.00 0.0198

溫平均 0.57 0.0J34

枇平均 0.73 0.0118

よ
っ
て
、
針
葉
樹
の
種
子
セ
三
階
級
に
分
難
し
て
ゐ
る
。

(
1
)

廠
邊
に
翅
靠
っ
て
ゐ
る
種
子
の
飛
翔
カ
は
弱
い
。

2
)

廣
い
平
扁
な
翅
を
冇
す
る
祯
子
は
中
庸
の
飛
朝
力
を
右
す
る
。

ぎ
長
い
多
少
曲
っ
た
翅
を
有
す
る
學
は
般
も
迎
い
。
そ
れ
は
温
卷(
旋
回)

し
て
よ
く
空
申
に
止
ま
る
た
め
で
あ
る
。 

今
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ
、
ヤ
チ
ダ
•■■&
等
5:
室
內
無
風
狀
態
に
於
て
一
粒
宛
室
內
で
高
さ
五
米
の
上
空
よ
り
落
下
せ
し
め
て
一
来
に
換 

扉
表
示
し
た
も
の
は
次
表
の
如
く
、
內
容
の
充
實
し
た
種
Y-
は
槪
し
て
落
下
速
度
早
く
平
均
し
て
充
實
し
た
靑
ト
ド
マ
ツ
は
一
米
落
下
す 

る
に
〇
、
六
〇
秒
、
ト
ド
マ
ツ
〇
、
六
八
秒
、
黑
エ
ゾ
ー
、
ツ
ー
、
〇
六
秒
、
赤
エ
ゾ
マ
ッ
〇
、
七
五
秒
で
あ
っ
た
。
 

而
し
て
落
下
速
度
が
轮
も
短
か
か
っ
た
の
は
、
盖
に
於
け
る
無
風
狀
態
に
於
け
る
蔦
で
あ
っ
た
の
と
、
落
下
せ
し
め
た
距
離
が 

細
か
か
っ
た
た
め
旋
回
す
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
中
に
III
來
す
る
も
の
と
总
は
れ
る
。

——12——



ー襁SWft實のて就に革强A下階の于•種木林一

三
、
野
外
に
松
け
る
觀
察

?
-

胡
査
方
法
の
槪
陞

札
幌
出
农
所
於.
ri
札
幌
岳
御
軒
地
VI
松
滓
苗
llnl
西
隅
の
針
酒
混
沿
の
疏
開
林
に
於
て
、
附
圖
め
如
く㈱

資
地
內
の
最
大
徑
木
の
ト
ド
マ 

ッ(

樹
?.,.
■;
二
三
米)

?:
略
の
中
心
と
し
て
、
束
西
市
北
叫
方
位
に
中
心
を
隔
れ
る
外
四
米
、
七
米
、十
一
米
、
十
六
来
と
四
ケ
處
、
合
計
十 

六
ヶ
所
に
上
illl
話

分
II
の
金
網
を
米
っ
た
ー
米
四2
獄
子
落
下
忡
剥
充
枠
を
、
ト
ド»

ッ
箏
寿
下
飾
た
る
・
九
月
二
十f

rl
に 

股
択
し
た
。
恭
の
後
JLN

二
十
八
日
に
祯
逐
し
た
が
若
干
の
落
靈
は
あ
っ
た
が
稀
子
の
落
下
は
见
公
か
っ
た
。
十
月
二
十
七
日
、
落
葉
と 

共
に-$

粗
の
種
子
の
落
下?•

ー
發
kl
し
、
落
菜
と
-:»'•
に
實
峻
果
に
全
都
持
ち
雄
リ
落
某
-1B:
、
種
子
敷
及
其
の
發
芽
率
等
を
耦
杏
し
た
。
共
の 

後
、
再
び
十
一
月
二
十
八
日
現
地
に
於
て
前
h'l
lnj
楼
岡
布
採
取
を
し
た
。

尙
恣Y

の
た
め
に
前W

と
同
様
ト
ド
・
、
ッ
林
內
に
於
け
る
ト
ド
ー
、
ツ
の
落
下
票
に
吧
て
制
奈
し
た
。
染
の
方
法
は
前
祀
に
準
じ 

た
-1:
ト
ド
-.•

ッ
聚
落
林
內
に
於
て
、
四
用
ト
ド
-.•

ッ
母
樹
の
毬
果
を
取
り
去
り
、
一
本
の
ト
ド
ー
、
ッ
母
樹(

樹
商
二
五
米)

を
中
心
と
し 

て
四
方
に
ー
米
、
五
米
、
十
米
、
—
一
五
米
1U-
に
落
下
す
る
K(
子
の
朋
花
枠
を
殺
損
し
、
そ
の
上
を
金
網
を•
以
て
-IJif
同
様
被
秘
し
、
以
て
・
灯 

欧#

ぎ
防
除
し
た
。
務
は
奇
并
の
後
に
記
述
し
て
考
察
に
資
し
、
そ
の
總
括
表
を
附
次
四
—
六
と
し
て
後
揭
じ
た
。
 

(
2
)

側
あ
地
及
共
の
附
近
の
林
況 

'

・

一
 

・
 

' 

木
渕
吝
・
地
はN
•
平
川
沿
び
の
細
长
さ
-1'
現
部
に
■•{]
リ
、
共
の
西
牛
は
昭
和
六
年
頃
よ
り
の
追
林
地
で
あ
っ
て
、
ト
ド
マ
ツ
、
シ
・
ナ
、
ミ 

ザ
ナ
ラ
、
ぶ
、
ノ
キ
等Q

小
推
木
が
俳
狀
に
毗
れ
し
て
る
朴
分
で
、
朿
平
は
VI
松
澤
苗
圃
に
接
し
、
共
Hv
llrll
の
北
側
は
未
施
業
地
で
ト
ド 

マ
ッ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
・
疝
が
生
じ
て
る
。-
1=-
毋
都.
に
植
い
て
北
側
に
、
神
威
獄
よ
り
分
岐
し
た
ー
支
脈
が
朿
西
に
走 

”
、!
し

ふ
上
部"

ト
ド
-.•

ッ
、
エ
ソ
ー
、
 

ッ"
、
E
葉
樹
林
で
あ
る
が
、
ド
部
は
シ
ナ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
、
ミ
ヅ
ナ
ラ
等
の
小
握
湘
槊
樹
林
で 

,.
.<»••
<-•
〇
叩
一
平
川V>

幻
!?
に
;'.
北
太
股
堤
の
山
火
跡
地
と
芯
は
阳
る
シ
ラ
刀
ン
バ
朴
及
札
幌
屈
紳
料
地
泓

-.!
111
现
六
〇
い
の
急
斜
地
に
し-C

そ
14——
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海

分"

エ
ニ
ッ
な
あ
り
、
下
部
に
は
少
な
話
蓊
か
生
じ
’
覺
跡
地
と
恩
は
る
ゝ
所
に
は
シ
ラ
カ
バ
の
幼
齢-

齊
林
渉 

W

在
し
て
る
。

(
R
)

訓
在
地
及
共
の
附
近
の
氣
象
關
係 

Z

富
子
の
落
ド
狀
隼
左
右
す.
・
糸
な
る
受
因
子
は
温
度
及
倒
向
、
風
力
で
あ
糸
は
先
に
も
述
べ
た
處
で
あ
る
か
、
 

泓
度
の
大
小
に
依"

忱
煙
泌
跋
な
天
候
は0

果
の
開
裂
を
促
し
、
反
鉗
に
溫
潤
寒
冷
な
る
天
候
は
程
果
の
開
裂
を
妨
げ
る
。
共
の
際M

向 

貪
力
に
宜
マ
翠
の
飛
散
の
方
向
及
母
樹
よ
り
飛
散
距
離
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
百
松
滓
苗
圃
に
於
て
測
定
し
た
九
月
、
十
月
巾
の
温 

世
、U

混
及
び
天
促
を
あ
げ
れ
ば
第
四&

の
如
く
で
あ
る
。
風
力
及
ぴ
風
速
は
観
測
施
備
が
無
く
、
遺
憾
な
か
ら
觀
測
攸
を
右
-It
な
い
か 

同
苗
K.I
の
笹
人
に
依
れ
ば
、
九H

十
:：：

W

は
技
多
風
は
酉
南
風
及
四
風
で
、
共
の
反
對
の
東
風
は
降
雨
の
龍
の
如
く
氣
象
狀
態
の
變
化
の 

あ
る
場
合
に
吹
・
、
北
・
一
般
に
山
か
げ
な
る
爲
に
少
し
と
‘
今
同
・
よ
り
三
・
ー
紆
・
贝
な
る
定
山
溪
出
我
所
に
於
け
る
觀
測
が
項 

を
參
考
と
し
て
掲
ぐ
れ
ば
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

蓄
蚤
 

オ
抵

4- M 
耳送

言

i g
N ・爻ー

4 3
る &

P幻 
S 1 曲

G・
需
 g 胡
®

驼ぎ・泠3芸汙黑
1 5 S 74 SS

r\ c‘ 〇 〇 <*\ へ £ 
3 6 C? 5 3 4 ヾ 
* J J J、ノ J j

•况

■:

二 3 Q 
H H H

学

•

1 175 7
to く 七

3

Q S 7 c y fel

r- ? P
7 4 7
1 1
辭が 

ass
ハ へ C
将山 
糾終海
巴3iご鴻と

(
4
J

林
内
に
於
け
る
落
葉
量

前
紀
種
子
落
下
押
訐
算
枠
に
入
っ
た
落
葉
共
の
他
混
入
物
全
部
の'
rr.
M-
・・及
び
容
積
は
第
六
表
の
如
く
、
立
木
所
在
地
と
常
風
の
方
向
に
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(
5
)

師
于
落
下
の
狀
況

林
木
楝•
J-
藩
ド
时
担
は
己
果
の
IJ:
樹
に
於
け
る
若
生
位
過
及
び
藩
下
時
期
の
風
向
又
は
風
速
に
よ
り
大
い
に
與
る
。

(A) 

方
位
と
の
關
係
主
風
の
風
ド
た
る
束
伽
は
外
葉
樹
械
子
及
湖
葉m

秋-
r-
共
に
最
多
を
占
め
、
針
葉
樹
に
於
て
虹
金
瞼
の
五
ー 

•

四％

、
潤
葉
拘
に
於
て
は"

二
・
〇％

で
、
北
側
で
は
針
葉
樹
二
八
・
九％

、
澗
乘
樹
二
九•

八％

、西
側
で
は
針
葉
樹
一
四6

物
、
 

乱
以
樹
ニ
ニ
・
八％

で
、
南
伽
は
站
小
で
、
針
絮
樹
は
館
か
に
五
・
七％

を
占
め
、
潤
葉
樹
は
一
六
・
四％

で
あ
っ
た
。
卽
ち
母
樹
の
常 

風
の
凰
下
は
域
多
で
山
か
け
の
Iff
側
は
最
小
を
示
し
た
。

尙
ト
ド
マ
ツ
林
内
に
於
け
る
ト
ド
•-.•
ッ
種
子
の
落
下
狀
況
を
見
る
に
主
風
に
よ
り
影
標
少
く
、
南
三
二
・
〇%

最
务
を
示
し
、束
三
〇
・
 

三％

、
こ
れ
に
次
ぎ
、
北
方
一
九•

九％

、
四
方
一
匕•

八％

を
示
し
た
。
從
っ
て
林
内
に
於
け
る
場
合
と
比
較
的
疎
林
又
は
開
放
せ
る 

裸
地
幣
に
於
て
は
、
自
ら
常
風
方
向
に"

す
る
影
麥
程
座
を
異
に
す
る
も
の
と
考
察
せ
ら
れ
、
天
然
下
種
に
當
り
て
は
此
等
の
關
係
を
考 

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

(B) 

距
繼
の
關
係

ト

ド

•••
ツ
共
の
他
針
葉
樹
種
于
の
飛
散
距
繼
は
幾
他
の
蹣
査
が
あ
る
が
、
枠
の
附
近
に
母
樹
多
き
北
側
を
除
外 

し
て
他
の
方
位
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
南
伽
は
近
即«

の
四
水K

が
最
多
、
十
六
米
匿
奴
少
で
あ
る
か
、
東
側
は
十
一
米
械
が
批
多
で
七
米 

K

は
最
小
で
あ
る
。
西
側
は
遠
距
離
た
る
十
六
米
阳
が
最
多
で
近
く
に
よ
る
に
つ
れ
少
く
な
る
。

三
方
位
平
均
の
結
果
は
十
ー
米
跪
が
最
多
で
七
米
區
が
奴
小
で
あ
・
る
が
、
即
離
に
よ
り
大
な
る
差
異
を
生
じ
な
い
。
之
の
關
係
な
第
七 

表
の
如
く
で
あ
る
。
中
心
母
樹
の
樹
高
は
二
十
三
米
で
、
樹
商
以
內
で
は
林
内
と
異
り
吹
き
曝
し
の
處
で
は
非
離
に
よ
る
羡
少
く
、
風
の 

侈
響
少a

!

に
费
し
て
は
母
樹
の
近
く
は/
li
多
を
し
め
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
卽
ち
ト
ド
マ
ツ
林
內
でM

あ
た
り
少
会
處
で
は
、
母
樹 

に
近
き
程
械
子
の
數
が
多
い
が
、
本
試
驗
地
の
如
き
風
の
吹
き
さ
ら
し
の
塲
合
に
於
て
は
、
母
楓
よ
り
十
數
米
は
な
れ
た
處
が
多
い
結
果 

と
な
る
。

—17 —
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简牛期 後平期 :> nf

m飛I編植木at釋預市恭I粹徊
號 

1
2
 
3
 
4
 

1

お 3
 
d
 

1
0
-
3
 
4
 

1
 
0- 
3
 
4
 

1
 
2
3
4
 

番 

N
 

s

K

W

 

各
方
位
合
叶

gk c.c
1潛32.}1 40(

77.(
73.8

) 1.00C
t L00<

ず:

•W •IM 1叫
23心 2.S0C 1326!1
113.5 1.50( 43.8
U.S 1珈 6.0
溢 311 1.7
U.1 10 1.3

130.1 1.6911 52.8
131.2 1.500 59.5
95.S 1.300 33.6
80.9 1.000 19.9
47.0 500 SJ

36.1.9 •1.300 121.4
38.0 500 16.7
27.6 •too 10.4
17.8 200 14.8
13.6 150 7.0
07.0 1.250 48.9

315.3 3.900 149.6
212.3 2.850 SIL3
175.3 2.230 87.5
112.0 1.060 36.3
814.9 10.040 355.7 4^55 1170.6 14.395

CX. gk 〇• C.
•100 暗..1 S00
400 1(冷・:] 1.400
550 12441 1.555
250 GS9 65(

1.600 3G5.0 4.400
500 157.1 2.000
80 17.9 230
25 4.3 55
50 3.4 60

655 182.9 2.345
650 190.7 2.150
400 129.4 1.700
250 100.8 1.200
100 55.4 600

1.400 476.3 5.700
250 54.7 750
150 SS.0 550
汹 32.(1 400
100| 20.6 250

1.7001 145.9 1.9501
1.800 464.9 5.7師
1.030 294.6 3.SS0
1.025 262.8 3.255
500 148.3 J・做

W很
大
な
る
關
係
3:
们©

て
る
。
計
算
枠
內
に
入
っ
た
も
の
は
、
五
分
目
の
金
網
？

C

潜
っ
た
も
の
な
の
で
、
大
部
分
針
葉
で
、
澗
葉
は
殆
ん
ど 

兒
な
か
っ
た
。
常
鬼
のM

ド
た
る
束
偶
は
奴
多
で
、
樹
林
の
內
の
北
側
之
に
次
ぎ
、
南
倜
及
び
常
風
の
風
上
た
る
西
側
は
械
少
で
あ
っ 

た
。
距
離
別
に
は
、
中
心
に
近
き
處
よ
り
距
離
の
は
な
る
、
に
つ
れ
、
落
葉<

も
波
少
し
て
居
た
。

6
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中心?！ 9 
ノ那吼

S E 
一"

W
(智

三方位平均 
…(％

4 印・〇: 波S： 2〇.】 以・:;

7 19ぶ; 19.S' 22.2 20.2
11 2SS 27.2 27.S
卜; 10.2 28.0： 30.fi 27.6

11/X 109
19/x 1为 14.1
f5, x 心 30.8
以 > 1 蜘 19.0
S x ! 90 ーい 

• •-

15/ > 1 111 S.9
22/x 1 141 11.：：

St 1 2-15 100.0

ト
ド
マ
ツ
林
内
に
於
て
は
附
表
必
四
に
示
さ
れ
た
如
く,

会
落
下
Ki
于
";
ニ
四
五
粒
中
一
米
に
は
ー.•
・
七
・
六％

破
大
を
示
し
、
五
米 

二
九
・
二
絡
、
 

ー
〇
米
三
・
四%

、
一
五
米
區
は
二•

八％

を
示
し
、
 

明
瞭
に
距
離
に
よ
る
養 

を
示
し
た
甲
は
是
等
の
中
實
や
物
普
る
も
の
で
あ
る
。

(
C
)

季
節
別
の
闆
係 

頻
子
落
下
時
期
の
前
半
期(

九
片
二
十
一 H

—

十
月
二
十
七n

)

と
後
平 

側
(

十
月
二
十
七H

—

十
一
月
二
十
八n

)
 
L
J

を
比
較
す
るi

ト
ド
マ
ツ
に
於
て
は
前
半
期
に
落
下
秋 

子
多
く
、
全
髓
の
六
一 

・
七
絡
を
占
め
、
之
に
反
し
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ッ
は
後
半
期
に
多
く
、
全
お
の
七
ー 

ゝ

・
六%

で
あ
る
。
潤
葉
樹
で
は
シ
ラ
カ
バ
は
後
半
JW
冬
く
六
四•

七％

で
共
の
他
シ
ナ
、
イ
タ
ヤ
、
サ 

ハ
シ
バ
帶
も
前
半
期
に
は
共
の
落
下
を
見
す
、
後
半
期
に
至
っ
て
少
畋
混
じ
て
る
の
を
見
た
。 

時
期
別
と
距
離
別
に
於
て
界
る
點
は
束
備
に
於
て
前
半
期
に
は
、
母
樹
よ
り
は
な
れ
た
る
遠
距
離
の 

淄
您
よ
れ
順
次
種
于
數
を
減
す
る
が
、
後
牛
期
に
は
共
の
反
對
の
現
象
を
品
し
て
る
。
是
れ
は
飛
散
時

尖拳

裕 霰
 

F

期
の
風
力
に
相
違
を
生
じ
た
た
め
と
思
は
れ
る
。

乂
ト
ド
マ
ツ
林
內
に
於
け
る
ト
ド
マ
ツ
秫
子
落
下
狀
況
を
見
る
に
第
八
表
の
如
く
、
十
月
二
十
五
FI 

に
於
け
る.
糾
亦
・
は
十
バ+

亠
日
よ
り
十
一
月
二
十
二
日
に
至
る
全
落
下
称
子
の
三?

 

八
を％

示
し
、
尚
記
同
様
沛
半
期
に
於
け
る
落
下
秋
子
數
酷
の
多
い
の
を
示
し
て
る
。
 

(
D
)

樹
稗
別 

針
某
樹
に
於
て
は
訓
充
地
內
に
結
實
木
を
有
す
る
ト
ド
マ
ツ
は
最 

多
で
、n

葉
樹
總
計
の
九
二
・
四％

を
占
め,

殓
り
は㈱

衣
地
の
北
方
飾
部
及
び
眺
平 

川
の
舛
用
のM

割
班
六
〇
い
の
'!'
腹
か
C7
峥
に
涉
り
分
布
す
る
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ッ
の
祉
子 

归
之
れ
を
r1;

む
る
。
潤
葉
樹
郁
-••]-
と
し
て
は
軽
少
で
飛
散
し
や
す
い
シ
ラ
カ
バ
類
が
大

——18
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表 第 鄙
分
-e
九
八
・
ヒ%
>

占
め
、
磴
リ
の
ー
・
三％

が
ブ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
、
イ
タ
ヤ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
サ
ハ
シ
バ
啓
少
・
數
混
じ
て
居
り
、
塞
類
は 

從
布
地
附
近
た
笹•

1

つ<

、
杭
れ
て
比
た
た
め
草
新
種
子
は
少
く
、
ツ
ク
ウ
ル
シ
の
秘
子
數
ケ
混
じ
-C
ゐ
た
。

(
H
)

薄
下
种
子
と
灸
芽
率
と
の
關
係

(
A
)

方
位
と
の
閲
係
方
位
別
落
下
秘
子
と
發
芽
率
と
の
映
係
を
視
る
に
、
ト
ド
マ
ツ
に
於
て
は
平
均
西
伽
は
鼓
艮
で
一
四
・
二％
 

匸

;!'•
れ
に
次
い
で
北
(IH
の
ー
二
・
九％

及
び
南
伽
の
ニ
・
四％

で
坡
も
落
下
票
數
の
多
い
東
側
に
於
て
は
狼
も
不
・
艮
で
七
・
六％
 

で
あ
る
。
站
れ
;1
結
局
常
嵐
の
風
下
で
あ
る
。
束
個
は
不
充
代
種
d-
も
・
艮
神
・
沪
に
洗
じ
て
落
下
す
る
た
め
と
思
料
せ
ら
れ
る
。
ク
“
エ
ゾ 

•••
ッ
に
於
て
は
北
伽
奴A

で
八
・
三％

・
占
め
、
四
fill
の
六
・
三％

及
南
側
の
三
・
八
卷
抽
れ
に
次
ぎ
、
矢
我
束
側
は
ー 

・
八％

で
最
低

で
あ
る
。

父
ト
ド
マ
ツ
林
内
に
於
て
は
弟
九
表
に
・
す
が
如
く
西
側
一
六
・
一％

蟻
多
の
發
莎
翠 

在
示
し
、
 

南
伽
一
六
・
四％

姑
に
次
ぎ
、
束
側
一
三•

二％

、
北
伽
ー
ー 

・
三％

を
示
し 

た
。(

B
)

距
離
と
の
關
係 

次
に
か
樹
よ
り
の
距
離
別
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
ト
ド
マ
ツ
は 

北
側
を
除
き
他
の
三
方
位
の
平
均
よ
り
見
れ
ぱ
、
前
半
期
に
於
て
は
秋
子
の
務
き
十
六
米 

六
采％

M

も
期
く
七
・
八％

で
史
保
に
翻
係
が
認
め

c>
れ
な
か
っ
た
が
後
期
に
於
て
は
、
四 

米
阳
は
ー:

五％
 
一
六
米
所
は
五
・
三％

を
示
し
て
る
”
平
均
す
れ
ぼ
四
米
监
が
最
も
よ
く 

ー
ーT

一％

、
次
に
十
六
米
俱
で
ー
ー
・ 

六％

を
示
し
・
六
米
區
はM

も
不
良
の
發
芽
率
で
六
・
八
名

あ

る
。
ク
ロ
エ
ジ
マ
ッ
は
祀
充
地
內
に
か
樹
無
く
、
遠
方
よ
り
飛
び
來
る 

も
の
な
る
故
此
の
點
不
明
で
あ
る
。

又
ト
ド
マ
ツ
林
内
に
於
て
は
全
期
を
通
じ
比
較
的
卅
樹
よ
り
却
れ
た
る
十
乃
至
十
五
来
附
近
に
落
下
せ
る
も
ゆ
發
芽
率
佳
良
な
る5

s

示・

甚
か
二V

六％

の
股
艮
發
芽
率
を
示
し
、

北 <« 西 束

九
五-

八• A ■ ■
■

1110111

•-.

1
査 
皐 
(•1

—•
—•

- -

•
三

=

八 
•
—•

•—*
六 

ffl 11
-1
11
 1
 O

E

--- 1.9 ——



ー杰叔のて就に如h及卜’倍の子種木休ー

di K 

四-
三 I

———I〇 月

剧
供
試
粒n

 

Hー
云
三
八
三 

ニ
二
三
四 

八

九
P

= 七 九
四 七

〇

ヽA 
—■

六
三

〇

〇

七

九

ノ」
三

し
た
。

ト
ド
-.•
ツ
林
內
に
於
け
る
場
合
も
同
樣
で
第
二
表
に
示
す
が
如
く
十
月
二
十
五
日
一
八•

三％

ili:
多
の
發
芽
率
5:
示
し
、
十
一
月
ー H

一
 
L

・

九％

楚
れ
に
次
ぎ
、
十-

月
八H

 

ー
〇
・
〇％

を
示
し
、
十
一
月十

五
r
！
：  

六
・
三％

燧
少
で
あ
っ
た
。
是
れ
は
ト
ド
マ
ツ
苗
果
の
拚
壊
せ
る
埸
合
最
初
中
央 

部
の
称
子
大
な
る
個
處
よ
り
飛
散
し
初
め
、
後
順
次
毬
果
の
上
部
及
び
下
都
に
及 

ぶ
た
め
と
思
料
せ
ら
れ
る
。

D
)

樹
税
刖
の
關
係 

曲
種
別
に
見
る
に
ト
ド
マ
ツ
は
客
年B

十
納
選
弑
驗 

に
於
て
調
査
し
た
名
寄
淺
未
精
選
碰
子
の
發
芽
率
二
六
・
三％

に
比
較
し
て
も
發 

芽
率
は
不R

で
あ
っ
た
。之
は
附
近
に
ト
ド
マ
ツ
母
惱
J.t<

的
少
く
、受
精
不
完
全

に
了
り
た
る
も
の
の
多
か
っ
た
た
め
と
滋
へ
ら
る
。
又
ク»

エ
ゾ
ー
、
ッ
に
於
て
も
輕
少
な
風
に
飛
做
し
や
す
送
枇
の
み
多
か
っ
た
た
め
、
 

發
芽
率
の
低
ド
を
見
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

(
7
)

落
ド
前
子
と
仙
子
重
-/d:
と
の
關
昧

一尹—

*>•

Ei

_〇__K

关

「K 九

—•
关 罷

四
八

六 
•

七 
• 

〇 1
し
、
第
一
〇
表
に
示
せ
る
如
一
十
米
値
ー•

ヒ.
〇%

最
大
で
十
五
来
一
六
・
一
 ％

を
示
し
、
 

五
米
廉
一
三•

九％

、
ー
米K

ニ
ニ
・
四％

を
ー
し
た
。
從
っ
て
各
115
に
於
け
る
差
咒
は 

比
較
的
の
問
題
で
期
若
な
逐
異
を
表
明
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

(
C
)

季
節
別
の
關
係
次
に
季
節
別
に
見
る
に
前
述
の
前
期
は
ト
ド
マ
ツ
に
於
て
は 

ー
ニ
・
-L%

、
後
期
は
九
・
五％

、
ク
ロ
エ
ゾ
に
於
て
は
前
期
ー 〇

・
五％

、
後
期
ー 

・
 

〇％

で,

共
に
沛
期
十
月
二
十
匕
II
造
に
落
下
せ
る
禰
子
に
於
て
發
芽
率
良
好
な
る
を
尔

一 «?R®«のて就に芽技及下得の子種木休一

fT-.
j

の
飛M

と
究
芽
率
及
-Jtg

後
の
生
育
狀
態
に
關
し
て
は
、
從
來
菰
々
な.
U'Ĵ

が
有
る
が
、
結
局
枇
秋
-P
の
少
い
ri
容
匝
い
械
J-
に 

は
波
芽
申
大
な
る
こ
と
が
留
め
ら
れ
た
。
JRM

lfi:
き
種
子
は
、
如
何
な
る
方
位
乂
は
似
梆
よ
り
の
距
熾
に
落
下
す
る
か
は
、
共
の
時
の•
狀 

況
に
ょ
り
兴
る
が
、
大
聆
は
常
風
の
風
下
で
你
斟
の
近
き
と
こ
ろ
に
箔
ト
す
る
も
の
が
多
い
と
器
へ
ら
れ
る
。
今
回
の
訓
灸
に
於
て
ト
ド 

“、
ッ
の
場
合
に
は
方
位
別
に
平
均
す
れ
ば
、
一
将
發
芽
率
の
良
好
で
あ
っ
た
西
冊
は
奴
威
で
、
發
芽
率
の
腰
い
束
伽
は
戒
韓
で
あ
っ
た
。
 

久
季
節
別
に
乏
れ
を
兄
る
に
矢
張
前
半
期
に
於
て
は
禾
量
采
仓
種
子
多
く
、
平
均
ト
ド
マ
ツ
の
場
合
に
は
一
粒
常
り
〇
、
〇
〇
七
四
四
二 

JL
に
比
段
し
て
後
半
期
の
揚
合
は
〇
、
〇〇

七
三
一
五
瓦
で
あ
る
。
タ"

エ
ゾ
も
同
樣
前
半
期
は
〇
、
〇
〇
ー
ー
三
二
瓦
、
後
半
抽
は
〇 

、
〇
〇
ー
〇
九
九
瓦
5:
示
し
、
發
芽
率
の
高
低
と
同
一
の
傾
向
を
示
し
て
る
。
次
に
母
樹
よ
り
の
距
離
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
毋
糊
に
近
き 

四
米
网
はu

'rr
で
〇
、〇

 
〇
七
二
六
瓦
で
十
一
米
區
は
〇
、
〇
〇
七
一
七
七
六
瓦
で

普

で
あ
る
。
是
れ
も
TIr.
-JJl:
の
範
い
秫
子
は
輕
い
植 

子
に
比
較
し
て
飛
散
距
離
短
く
母
樹
附
近
に
落
下
す
る
も
の
が
多
い
と
卷
へ
ら
れ
る
。

ト
ド
マ
ツ
林
內
に
於
て
は
束
伽
、
南
側
号
に
币
・
衆
比
較
的
重
き
も
の
が
落
下
し
、
距
離
別
に
見
る
と
在
は
ー
米
械
の
〇
、
〇
ー
〇
八
六 

K

最
も
-rr
く
、
大
髄
近
距
盆
に
於
て
7R
き
種
子
を
見
た
。
月
別
に
兒
る
に
十
一
月
十
五
日
最
重
を
示
し
た
が
、
十
月
二
十
五H

の
〇
、
〇 

ー
ー
二
三K

是
れ
に
次
ぎ
、
十
一
月
二
十
二n

恭
も
程
く
、
十
一
月
十
五
日
の
綢
套
5:
除
く
と
き
は
時
日
の
經
過
す
る
と
共
に
漸
次
慢
い 

郁
子
の
落
下
す
る
事
が
製
は
れ
る
。

四
、
繼 

括

(
L
)

種
子
の
落
下
數®

は
開
放
地
に
於
て
は
、
主
風
の
風
下
に
於
て
針
濶
葉
樹
共
最
多
を
示
す
が
、
ト
ド
マ
ツ
林
內
に
於
て.
は
ホ
成 

に
よ
る
影®

は
少
な
か
っ
た
。

(
2
)

開
故
地
に
集
團
し
た
地
区
に
於
て
は
距
離
に
よ
る
種
子
の
落
下
數
量
は
共
の
差
少
く
、
風
の
影
響
少
き
個
所
に
鉗
し
て
云
母
樹 

の
近
く
は
城
多
を
し
め
、
ト
ド
マ
ツ
林
内
で
風
當
リ
少
き
地
傩
は
琲
樹
に
近
5:
程
落
下
種-
T-
のM

が
多
い
。

一 21
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旳表1 岡間閒故せる林分内に牌-ドせ・も

トドマワエゾマワの發芸邸

トト・マケ殁芽率％) 塩エゾ整芽率"

前 期 1後 期 平 均 前 期 後 期 平 均

N 1 14.7 11.2 时

12.7 10.0 -
g 14.0 7.1 ".0
4 18.4 13.4 50.0 —

年均 15.1 9.0 12.9 16.7 5.6 8.3

S 1 2.3 31.8 —

2 — 18.8 16.7 —

:: — — —
4 16.7 — — -

♦

平均 ・r：J 21.8 【1.4 6.3 〇 3.8

E 1 15.0 8.2 20.0 —

—

:: 8.S 6.9 一 ■
C 10.0 4.8 —
4 12.8 2.1 30.0 —

平均 13.8 Q.0 7.6 ； 10.0 0 1.S

W 1 13.8 5.3. 一 ■ ■
2 6.9 16.7 10.7 —;
3 19.7 16-7 —
4 16.3 12方 一

.4
—1

平均 14.8 13.3 14.2 :
ー イ

8.3 〇 6.3

合針 12.7 9.5 11.4 | 10.5
i 1 

1.0 3.7

——23 ---

整!R睇實って就に牛兵及下港の子林木林一

公
)
®

子
の
落
下
數
蛍
?:
季
曲
的
に
見
る
と
開
故
地
、
林•Z

:

共
に
九
月
よ
り
ト
ー
月
に
至
る
BII
に
於
て
、
前
半
期
に
於
け
る
落
ド
種 

子
の
數a

は
後
半
期
に
於
け
る
藩
下
数M

r

リ
多
い0

(
4
)

閉
放
地
に
於
て
は
ト
ド
ヾ
ツ
は
平
均
し
て
西
侧
の
發
芽
华R

良
で
北
偏
、
南
側
是
れ
に
次
ぎ
、
落
下
種-
-J-
多
か
っ
た
東
倜
が
不 

良
で
あ
る
。
クu

ニ
ゾ
マ
ッ
に
於
て
は
北
侧
玆
良
に
网
側
、
南
伽
是
れ
に
次
ぎ
、
東
個
最
低
で
あ
る
。

ト
ド
マ
ツ
林
内
に
於
に
は
此
嬉
の
雄
係
は
顯
著
で
な
V*.
が
西
側
最
多
で
・
南
伽
、
東
伽
是
れ
に
次
ぎ
、
北
偶M

少
の
發
芽
率
を
呈
し 

た
。
站
等
は
林
内
に
於
て
主
風
の
影
忠
少
き
た
め
南
を
基
朔
と
し
て
典
、
西
に
偏
し
た
側
Ifil
に
結
間
が
佳
良
な
結
果
と
虺
はH

る
。
 

(

3

花
賺
別
に
見
る
と
、
開
放
地
に
於-C

はW

米
内
外
に
於
け
る
も
の
發
都
率
最
も
隹
艮
で
あ
っ
た
が
、
林
內
に
於
て
は
十
米
内
外 

に
於
け
る
も
の
最
も
住
良
で
あ
っ
た
。

公
)

季
谕
別
に
見
る
と
林
内
外
共
に
十
月
下
・
に
落
ド
し
た
も
の
發
芽
率
佳
良
で
、
共
の
後
は
漸
養
少
し
て
る
。
 

(

了)

若
ド
Hi
子
の
TI:
景
‘
,

両
荏
しU

る
に
阳
放
地
に
於
て
は
發
外
率
の
良
好
で
あ
る
西
側
は
聚.
'R
で
、
發
芽
率
の
惡
し
直
束
伽
は
戒 

在
で
・1

盖
別
に
兒
る
も
同
樣
前
半
听
に
於
て
条
・
學
多
く
、
瞿
別
に
見
て
も
四
米M

鉴
で
あ
っ
た
。
林
內
に
次
て 

も
同
株
の
傾
向
か
观
は
れ
、
發
芽
率
佳
良
で
あ
っ
た
伽
に
或
仙
比
較
的
页
や
も
の
落
下
し
て
屈
り
、
母
樹
に
近
き
策
をW

子
を
見
、
大
般 

に
於.
』
時
忌
經
過
す
る
と
共
に
漸
宣
い
秫
子
が
落
下
す
糸
が
宛
は
れ
る
。
(

而

、
ー
〇
、
五)
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削爽s mm放せる林分にて格下せる

トドマツエゾマッ超子の本屎 (舀粒?J D亢)

トドマツ箱子?R量 無工ハツ隣子!R量

前期 » 期 平均 IW期i 極期 平 均

N 1 0.6986 | 0.7667 0.0300 0.1522
•: 0.7570 0.7149 0.0750 —
3 0.7643 0.7142 0.1520 0.1700
4 0.7800 0.6451 0.2400 0.0850

平均 0.7551 0.71：5〇 0.7374 0.1244 0.1476 0.140：

S 1 0.7127 0.9609 01000 0.1375
2 0.6722 0.7788 0.1100 0.0200
3 0.6070 0.6083 o.osoo —
4 0.7617 0.4167 0.0867 ——

平均 0.6855 0.8275 0.7484 0.0963 0.1140 0.1031

E 1 0.7976 0.7SS4 : _
〇 0.7862 0.7383 0.1367 0.0500
3 0.8076 0.7937 o.osoo —
4 〇.-576 0 615.1 0.0300 0.1700

平均 ■08183 0 7330 0.7847 0.0S67 0.1100 0.0925

VV 1 0.7970 0.78S4 — —
2 0.7562 0.7383 0.1267 0.0500
3 〇.$076 0.7937 0.0800 —
4 0.8576 0.6154 0.0300 0.1700

平均 0.8182 0.7330 0.7847 0.0S67 0.1100 0.0925

亶史 0.7442 0.7315 0.7393 0.1132 0.1099 0.1108

1 12.8 11.5 12.1 •16.7 〇 4.9
2 7.8 10.1 8.8 8.3 〇 1.6
3 11.0 7.5 10.3

勺 V.- 〇 〇 〇

4 13.6 5.3 | 11.6 S.3 〇 5.6

1 0.7955 0.7447 0.7726 0.1383 01017 0.1557
〇 0.7233 0.7497 0.7351 0.1142 0.0759 0.8344
3 O.GSSO 0.7778 0.7176 0.0860 0.0917 0.0000
4 0.7603 0.6661 0.7381 0.9167 0.1433 0.1089
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ー塞眼相實のて就に聲会及下落の子種木林一

針葉樹柚子 滿萊明爬子 合 叶

1 3 lW 淺 nv 1W 後L /.

1 1W 22S •技2 112 212 32-1 311 433 7-16
・ヽ 20S 1SS 396 E 219 ：0 323 407 1 7湘
3 mi 190 501 104 223 329 415 415 ヾ50
■1 327 131 44S 109 160 t75 436 287 7鴻
的 1045 722 1767 440 S22 1202 11S5 1M4 | 3020

附・4 林内に於けるトドマツ科子階下の狀況
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